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編集方針
本報告書では、「読みやすい、わかりやすい、読んでみた
い」を編集方針とし、多くのステークホルダーのみなさま
に読んでいただける報告書を目標に編集しています。具
体的には、2010年版までと同じく、データや文章の解析
ソフトウェアである当社の「MiningPro21®（マイニング
プロ21）」を使用し、より平易な文章の目安として、中学3
年生の教科書で使用されている語句の使用率を80%以上
（2011年版の使用率は約81％）とすることを目標として
います。また、専門的な用語については、各ページの注釈
にて意味を掲載しています。
今回の報告書でも、ステークホルダーのみなさまからさ

らに共感いただける内容をめざし、多岐にわたる日本ユニ
シスグループのCSR活動の取り組みのなかから、「社会課
題の解決」の視点でとくに注力する活動についてまとめま
した。また、「CSRリレートーク（P.11～36）」コーナーにお
いては、CSR活動の主体であるグループ各社社員の声をリ
レー形式で掲載しています。

報告書概要
対象期間
本報告書は、原則として2010年度（2010年4月1日～
2011年3月31日）を対象としていますが、過年度の活動
や2011年度の状況についても必要に応じて掲載してい
ます。
対象範囲
日本ユニシスおよび日本ユニシスグループ会社（計26社※）
を対象としています。ただし、対象企業すべての情報を網羅
しているわけではなく、各社の主要な活動を中心に掲載し
ています。　※詳細は、P.38をご覧ください。
対象読者
お客さまと社員をはじめ、地域社会、株主・投資家のみなさ
ま、取引先、NPO（非営利団体）、教育機関など、日本ユニシ
スグループのすべてのステークホルダーの方々を想定し
ています。
次回発行予定
次回の発行は2012年7月を予定しています。

報告書に関するお問合せ先
〒135-8560 東京都江東区豊洲1-1-1
TEL 03-5546-4111（大代表）
http://www.unisys.co.jp/csr/
「CSRお問合せ」をご利用ください。

表紙について

表紙の写真は、日本ユニシスグループの
新入社員です。2011年度は、総勢123
名の若き力が日本ユニシスグループの
一員となりました。今回は、2011年3月
11日に起きた東日本大震災からの復興
への願いも込め、新入社員が輪になっ
て手を結び合うことで、日本ユニシスグ
ループと社会とのつながり、ICTが社会
に対してできることなどを表現しました。
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インターネットや携帯電話が普及した現代社会において、
「ICT（Information and Communication Technology：情報通信技術）」は、

日々の生活に欠かせない社会基盤となっています。
日本ユニシスグループは、CSR活動のスローガンとして「ICTが人と社会にできること」を掲げ、
事業活動を通じたさまざまな形での情報化社会への貢献をめざしていくだけでなく、

地域社会や地球環境に向けた取り組みにおいても
ICT企業としての特徴を活かした活動を推進しています。

日本ユニシスグループのCSR推進コンセプト
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